【様式１】　　　　　　　　　　　　　　第２０回　日本伝統工芸士会作品展　応募票　　　※　提出締切：１０月１３日（金)
	工芸品名


	ふりがな

作品名

	構成（１枚、２個組など）


	価格（税込販売価格）
［単位　        　　　　　　　 　　］
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	円

	　　　　　　　　　　　　　　　
	ばら売り可能な場合の単価（税込販売価格）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	円

	材料・技法
	製作意図・用途

	
	

	大きさ　　幅　（　　　　　　　）cm × 奥行き　（　　　　　　　）cm × 高さ　（　　　　　　　）cm
	重さ　（　　　　　　　　　）kg

	代表者　　　  　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　   
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(ふりがな),氏名)　

	□男

□女
	年齢

歳
	従事年数

年
	認定部門

部門

	共

同

制

作

者
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(ふりがな),氏名)　

	□男

□女
	年齢

歳
	従事年数

年
	認定部門

部門

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(ふりがな),氏名)

	□男

□女
	年齢

歳
	従事年数

年
	認定部門

部門

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 12(ふりがな),氏名)　

	□男

□女
	年齢

歳
	従事年数

年
	認定部門

部門


	在庫
　　　　　　□ある〔　　　　　　点〕　　□ない
	納期
　　　受注後　　　　　　カ月
	化粧箱
	　　□木箱　　□木箱（後日納品）

　　□紙箱　　□なし

	主催者で用意する展示器具名・個数

（撞木、衣桁、皿立てなど）

器具名　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

個  数　〔　　　　　　　　　　　　　　　個 〕
	現場作業者（氏名を記入）（不可の場合×を記入）

	
	搬入
	展示
	梱包
	搬出

	
	
	
	
	

	住所　（在庫等問い合わせ先）　
	返送先　（できるだけ組合等にまとめて下さい）

	〒
	〒

	
	

	電　話　          （　　   　　）
	電　話　          （　　   　　）

	ＦＡＸ　          （　　   　　）
	ＦＡＸ　          （　　   　　）

	振込先 　〔　　　　　　　　　　　〕　□銀行　□信金　□信組
	フリガナ　

	〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕支店　  □普通　□当座
	名　義


	口座番号　〔　　     　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　〕
	



【様式２】　ここから下は切り取って、「作品本体」と「化粧箱」に貼付して下さい
	日本伝統工芸士会作品展応募作品
	
	日本伝統工芸士会作品展応募作品

	工芸品名
	
	
	工芸品名
	

	作品名
	
	
	作品名
	

	応募者名
	
	
	応募者名
	


第２０回日本伝統工芸士会作品展 応募票　記入の手引き

　日本伝統工芸士会　
□応募作品１点につき応募票１枚を作成して下さい。
□【様式１】は事務局へ１０月１３日（金)までに必ずＦＡＸまたは郵送して下さい。
	事務局

	日本伝統工芸士会作品展係 （電話 ０３－５７８５－１００１ ＦＡＸ ０３－５７８５－１００２）
〒107-0052　東京都港区赤坂８－１－２２　伝産協会内


□【様式２】は「作品本体」と「化粧箱」に必ず貼付すること

■「工芸品名」＝経済産業大臣指定伝統的工芸品の名称　　例）○○焼
■「作品名」＝審査委員や使い手に良くわかるように

■「構成」＝作品１点を構成する個数（１個、１反、１枚、６枚組など）　　例）急須１個・湯呑５個
■「価格」＝お客様から頂く価格を税込（８％）で記入して下さい。　　　例）［１組］￥１０，８００


※
東京国際フォーラムで開催する作品展と、作品展の入賞作品を展示する東武百貨店の秀作展で手数料が異なります（作品展＝10％、秀作展＝45％）。　作品展と秀作展で同一の価格となるように価格を設定して下さい。

※
組で出品している作品で、ばら売りが可能な場合は単価（税込）を記入


※
非売品、売約品は出品できません。

■「材料・技法」＝作品に使用した主な伝統的材料と技法

■「製作意図・用途」＝審査委員や使い手に訴えたい事柄や特定の用途等

■「大きさ」「重さ」＝作品のおおよその寸法、重量
■「氏名」＝雅号でも可、男女の別を記入。分業により制作されたものは共同制作者についても記入。記入欄が不足の場合は別紙にて添付して下さい。
■「年齢」＝平成２９年１１月３日現在の満年齢

■「従事年数」＝平成２９年１１月３日現在の従事年数（１年未満は切り捨て）

■「認定部門」＝伝統工芸士認定部門の名称を記入　　例）総合部門
■「在庫」＝同一作品の在庫のあるなしを記入、〔　　〕には在庫の点数を記入
■「納期」＝受注生産する場合の納期
■「化粧箱」＝付属する「木箱」（作品と同時渡しか、後日納品か）、「紙箱」または「なし」の別を記入
■「主催者で用意する展示器具名・個数」＝橦木、衣桁、皿立て等の器具名と個数
■「搬入」、「展示」、「梱包」、「搬出」＝作業者の氏名を記入。作業ができない場合は「×」を記入
■「住所」＝作品に関する問い合わせ先
■「返送先」＝上記「搬出」で「委任」の場合（できるだけ産地組合等、一ヶ所にまとめて下さい）

■「振込先」＝販売代金の送金先の金融機関名・支店名、口座種別・番号・名義（フリガナ）を記入
　ご注意　
※
本展受賞作品は他のコンクール（伝産協会の「全国伝統的工芸品公募展」も含みます）に応募することはできません。

※
受賞作品は下記展示会に展示いたします。


「第４回　日本伝統工芸士会秀作展」

平成３０年３月（会期未定）
於　東武百貨店池袋店

